
2025年度 事業報告書 
（2025年4月1日から2026年3月31日まで） 

 

公益財団法人 橋本財団 

＜ 2025年度事業概要 ＞​

2025年度も「共生社会の実現」をテーマに、各事業の継続・発展とガバナンスの強化を行った。 

助成金交付事業では、福祉研究・活動・機器開発の3つの柱を通じ、公助の届きにくい隙間を埋める計64団

体へ総額約5,500万円を給付した。情報発信事業では、webマガジンでの発信や多文化共生イベント「おか

やまWORLD FESTA」の開催、高校授業料無償化問題を考える緊急座談会など、多様な社会課題を提起す

る場を創出した。調査研究事業では、岡山県内の外国籍の方を対象としたモニター事業を開始して生活環

境の現状把握に努めるとともに、日本の新制度導入に伴う送り出し国の実態調査を継続した。検証を重ね

てきた外国ルーツ児童生徒への学習支援は、今年度に対象を高校卒業まで拡大し、2026年度からの「公

益事業5」への独立・認可申請に向けて体制を整えた。奨学金給付事業では、新システムの導入による事

務効率化を進めつつ、面談で上がった生徒の声に応えて「アルバイト体験説明会」を初開催するなど、給付

に留まらない伴走型支援を広げている。 

また管理部門においては、総額約12億円相当の寄附を受領して今後の事業基盤を強固にするとともに、理

事会を年4回へ増回して四半期決算報告を行うなど、より活発な意見交換を通じたガバナンス強化を実践し

た。今後もこれら全事業の成果と連携を深め、次年度以降も多様で寛容な社会課題の解決に寄与していき

たい。 

 

「公益目的事業1 助成金交付事業」（約5,430万円）​

2025年度、当財団は「福祉研究」「福祉活動」「福祉機器開発」の3つの助成事業を通じ、計64団体に対し総

額約5,500万円を給付した。福祉研究助成では「共生社会の実現」をテーマに、AI活用や虐待予防、外国籍

児支援など、現場の実践に資する7件の研究（6,848,000円）を採択した。社会実装の可能性が高い、独自

性と実行力を備えた調査研究を重視している。福祉活動助成では、岡山県内において、貧困対策やシェル

ター運営、不登校支援など、公助の届きにくい隙間を埋める活動に取り組む53団体（41,195,923円）を支援

した。多様化する社会課題に対し、地域福祉の砦となる活動を後押ししている。福祉機器開発助成では、点

字作製法やAI画像認識、リハビリ支援技術など、福祉現場の利便性を高める5件の開発プロジェクト（

6,000,000円）を採択した。本事業は、学術・実践・技術の三側面から福祉課題の解決を多角的に支援する

ものであり、今年度の成果を糧として、次年度以降も引き続きこれら三事業を柱とした助成活動を継続して

いく。 
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「公益目的事業2 情報発信事業」（約910万円） 

情報発信事業では、webマガジン Opinionsの継続に加え、計3回エッセイコンテストを実施した。テーマは

その時に世間で関心が高いであろう社会課題とし、各回4本を選出、Opinionsへ掲載した。多文化共生イベ

ント『おかやまWORLD FESTA』は、岡山ドームでのフットサル大会に加え、奉還町商店街での多国籍ステー

ジイベント実施し、多くの外国人・日本人が参加した。昨年に引き続き外部講師を招いたインクルーシブ教

育ワークショップとしての講演会を行い、また今年度は、高校授業料無償化制度『広域通信制高校対象外』

について考える緊急座談会を開催した。今後も様々な社会課題について考えるきっかけの場、また発信す

る場として、それぞれの事業を継続していきたい。 

 

「公益目的事業3 調査研究事業」（約9,860万円） 

ソシエタス総合研究所（研究員8名体制）は、2025年度、来日者の生活・就労環境の調査分析を中心に、岡

山県内在住の外国籍の方を対象としたモニター事業を実施し、定住意向や生活満足度等の現状把握を

行った。労働者本人から直接データを収集するためのモニター手法については確立途中であり、引き続き

取り組みを進めている。送り出し国の実態については、日本の育成就労制度導入の準備状況や現地の政

治的変化に関する調査を継続している。今後の研究は、現場における労働者の労働・生活環境の実態把

握および企業による外国人労働者への就労・生活支援の実態に重点を置く予定である。外国ルーツ児童生

徒学習支援に関する実証研究事業では、支援対象を高校卒業まで拡大し、通訳手配等を含む多角的なサ

ポート体制を構築した。需要増加を見据え、2026年度より「公益事業5」として独立させるべく認可申請を予

定している。在留外国人向け相談先紹介サイト「Links」では、妊娠・出産に関する多言語資料を新たに公開

した。国際交流事業は、2026年度より地域密着型の「地域国際交流応援助成」プログラムへと移行する予

定である。 

​

「公益目的事業4 奨学金給付事業」（約2,420万円）​

奨学金給付事業では、一期生および二期生への給付を行った。募集に際しては、機会の拡大を図るため選

考時期を前期・後期の2期に分けて実施し、昨年を大きく上回る応募があったが、明確化した審査基準に基

づき厳格に選考した。また、新たに「奨学金管理システム」を導入したことで、事務手続きを効率化し、ス

ムーズに給付できる体制を整えた。年度途中の面談で「アルバイトをしたいけど自信がない」「自分に合った

職業が分からない」という生徒の声を受け、「アルバイト体験説明会」を初開催した。今後は、奨学生が感じ

ている困りごとを面談を通じて適切に把握し、支援できる体制を整えていきたい。​
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「収益事業 - 調査・研究に関する受託事業」 

2024年度に引き続き、受託調査事業の獲得に向けた告知活動を行ったが、新たな受託には至らなかった。

登録支援機関事業については、当年度の実績はなかった。当初、ミャンマーからの奨学生労働者の来日に

伴う支援業務を想定していたが、現地情勢の悪化により対象者の来日が叶わなかったためである。しかし、

2026年4月には対象者の来日が実現しており、次年度より本格的に事業が発生すると見込んでいる。今後

は岡山県内の受入れ企業や経済団体等との連携を深め、特定技能外国人の定着支援を通じた調査研究

へのフィードバック体制を確立していく。 

 

「管理部門他」 

今年度は新たに橋本俊明氏より約10億円相当の金融商品、橋本敬江氏より現金2億円の寄附があった。

寄附者のご意向により、いただいた寄附は法人の公益事業及び運営に充て財団の事業の継続・発展に役

立てる。また、今年度より理事会の実開催を年4回に増やし、四半期決算を報告するとともに、役員とのより

活発な意見交換を実施した。 
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（1）​ 事業の実施状況 

 

1．​ 公益目的事業 　公1「助成金交付事業」活動報告及び経過報告（約4,800万円） 

 

1）　2025年度 福祉助成金（活動・研究）の交付 

2025年度福祉助成事業は、2024年度に募集と選考を行い、以下の60団体へ合計4,804万円の助

成金交付を決定した。 

 

2025年度（公財）橋本財団福祉助成金 助成対象一覧 

 

 

◆ 研究助成 　（7団体、6,848,000円 ） 　 

　 研究機関 研究題目（和文） 決定額 

1 
筑波大学 発達の気になる外国籍等の子の保護者に対する 

ペアレント・トレーニングの効果 

¥1,898,000 

2 

一般社団法人 

日本産業イノベーション研究所 

在留外国人材の親の介護問題、介護離職 

及び介護帰国をめぐる実態調査 

¥1,500,000 

3 
ＮＰＯ法人岡山県国際団体協議会 岡山における「多様性を尊重した多文化共生」 

推進方法の研究 

¥1,500,000 

4 
岡山大学学術研究院教育学域 長期療養する小児がん患児に対する 

遠隔学習支援システムの確立に向けた事例・調査研究 

¥500,000 

5 
大阪公立大学大学院 コミュニティワークとしての地域子育て支援を 

実現するための専門職による地域像の共創 

¥500,000 

6 
岡山大学大学院 

ヘルスシステム統合科学研究科 

混合研究法を用いた相談支援専門員の役割における 

AI活用の有効性の探索的研究 

¥500,000 

7 埼玉東萌短期大学 虐待予防を目的とした階層的ペアレントトレーニング ¥450,000  
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◆  活動助成　　（53団体、41,195,923円 ）  

 団体・グループ名 助成内容 決定額 

1 NPO法人妊娠しぇるとSOS 思いがけない妊娠をした女性や妊娠の可能性がある 

女性を支える24時間365日体制の相談窓口の運営と支援 

¥3,000,000 

2 みんなのお家『ハルハウス』 様々な困難を抱える個人や家庭を支える地域拠点の基盤強化 ¥2,000,000 

3 NPO法人ゆいか 様々な困難を抱える若者の就労体験と居場所整備 ¥2,000,000 

4 NPO法人岡山NPOセンター 障がいのある人などへの合理的配慮の 

普及と実装を促進するための調査啓蒙活動 

¥1,948,760 

5 一般社団法人 mimoza 地域で困難を抱えるすべての人が利用しやすい 

居場所づくりと事業の安定に向けた取り組み 

¥1,900,000 

6 NPO法人ステップ 不登校生徒などを対象に、各人に合った 

通信制高校・サポート校選びの無料サポート 

¥1,638,603 

7 一般社団法人子どもソーシャル 

ワークセンターつばさ 

夕方から夜にかけて一人で過ごす子どもの 

居場所づくり事業の発展・強化 

¥1,500,000 

8 一般社団法人ぐるーん 子育て世代の孤立防止と困難を把握するための家庭訪問型 

子育て支援「ホームスタート」事業の発展・強化 

¥1,500,000 

9 NPO法人子どもシェルターモモ 

アフターケア事業所en 

児童養護施設を退所した若者へ向けて生活再建拠点の整備と 

退所が控えた若者に向けて自立への練習拠点整備 

¥1,500,000 

10 一般社団法人 Ai-care 光や触感・香りなどの心地よい感覚刺激を提供し、リラックス 

する居場所づくりを通した障がい児等や保護者の支援 

¥1,200,000 

11 「まなてぃの輪」岡山 

バリアフリープールプロジェクト 

プールに入りづらいと感じている障害者や 

その家族を中心としたバリアフリープールデイの開催 

¥1,108,700 

12 岡山県立美術館 

学校と美術館の連携委員会 

留学生・在住外国人も美術館を楽しめるよう、 

やさしい日本語を使った展覧会の開催 

¥1,000,000 

13 NPO法人オカヤマビューティ 

サミット 

若年女性やDV被害者世帯の居場所づくりと保護 ¥1,000,000 

14 NPO法人岡山市子どもセンター 外国にルーツを持つ子ども・家族への 

遊びや文化を通した体験活動 

¥1,000,000 
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15 一般社団法人おかやま精神医療 

アドボケイトセンター 

精神科病院へ入院中の方の尊厳と権利を擁護するための 

アドボケイト活動 

¥1,000,000 

16 NPO法人Attane 不登校、発達障がいなど何かしらの困難を抱える 

子どもや親の居場所・相談支援 

¥1,000,000 

17 NPO法人 岡山マインド「こころ」 イタリア・トレントの理念を地域へ 

倉敷地域精神保健体制構築準備事業 

¥1,000,000 

18 NPO法人入居困難者路上生活者支援

あかり 

就労先が決まらない路上生活者・生活困窮者を対象に 

「農」を通じた就労体験の場づくりと自立支援 

¥940,000 

19 一般社団法人子どもの家運営委員会 困難な状況にある親子への支援強化で生活安定を目指す活動 ¥853,000 

20 NPO法人フードバンク岡山 フードバンクポストを設置して 

何らかの困難を抱える人へ食料支援と食品ロス削減 

¥830,000 

21 にじいろハーモニープロジェクト 様々な環境整備や雰囲気づくりで障がいの有無に関係なく 

「音楽」をみんなで楽しむにじいろコンサートの開催 

¥800,000 

22 NPO法人岡山県精神障害者 

家族会連合会 

制度の狭間にいる精神障がいがある高齢者の居場所づくり ¥700,000 

23 オンライン学び合い研究会 外国人児童のための留学生によるオンライン学び合い事業 ¥600,000 

24 NPO法人メンターネット 外国人に対する法的保護情報の提供や 

日本語学習支援、相談支援事業 

¥600,000 

25 岡山県学童保育連絡協議会 障害の有無関係なく、地域での農作業を通して 

子どもたちに食について考えてもらう活動 

¥600,000 

26 みみっとの会 聴覚障がい者向けの子どもや高齢者食堂と居場所の提供 ¥535,800 

27 株式会社いこい住宅 外国人及び入居困難者の居住支援にかかわる事業 ¥500,000 

28 NPO法人CAPプロジェクトおかやま DV虐待被害者等のシェルター保護と生活再建のための伴走支援 ¥500,000 

29 NPO法人おかやまUFE 精神障がい、発達障がい、高齢などの当事者による 

当事者のための居場所「よるカフェうてんて」運営事業 

¥500,000 

30 NPO法人すたんど 引きこもり状態にある女性の居場所づくりと自立支援 ¥500,000 

31 NPO法人おかやま入居支援センター 対象者を縛らないシェルターの運営の継続と入居者の支援 ¥500,000 

32 NPO法人ジャパンハーベスト フードバンクの空白地域解消に向けたフードバンク活動 ¥500,000 
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33 MUIMA Jepang イスラム教および岡山県在住ムスリムについて 

理解を広めるためのイベント開催 

¥447,900 

34 岡山市手をつなぐ育成会 知的障がい者とその家族の権利擁護、社会参加を 

促進するための研修会と基盤整備 

¥400,000 

35 くじらほいくえん 障害の有無に関係ないインクルーシブな保育園の運営 ¥400,000 

36 認定NPO法人ポケットサポート 困難を抱える子どもたち・保護者へ 

「みんなでつながるフェスティバル」開催 

¥350,000 

37 農福コンソーシアム岡山 障がいがある人の活躍の場創出を目的に、 

「農業」×「福祉」の認知度を高める情報発信 

¥350,000 

38 ピアサポート仲よし 親なきあとの知的障がい者や独り暮らしの高齢者の生活を支援 ¥300,000 

39 全国ギャンブル依存症家族の会岡山 ギャンブル依存症無料相談会の開催 ¥300,000 

40 チーム岡山まぜごはん 岡山県在住の外国人と地域住民の交流と相互理解の場づくり ¥300,000 

41 あかいわ精神障がい者家族会連合会 精神疾患を持つ当事者とその家族が地域で 

安心して暮らして行くための活動 

¥300,000 

42 NPO法人 岡山日本語センター オンラインなどによる日本語学習支援 ¥300,000 

43 倉敷市中途失聴・難聴者協会 難聴者・中途失聴者のための手話講座 ¥300,000 

44 家族ぴあ・おかやま 精神障がい者家族によるピアカウンセリングの 

スキルアップ研修事業 

¥300,000 

45 Femme インターナショナル岡山 岡山に住む外国人女性が安心して暮らせる 

コミュニティづくりとスピーチコンテストの開催 

¥300,000 

46 環太平洋大学・アワーユニバース 教員免許取得を目指す学生が創るフリースクールの運営 ¥300,000 

47 ベトナムフェスティバル岡山 ベトナム文化発信の場と、ベトナム人同士のコミュニティ 

創出のため、ベトナムフェスティバル岡山の開催 

¥300,000 

48 NPO法人遊育・遊びを育てる会 軽度の発達障がい児を対象に、遊びを通して発育を促す活動と 

独自プログラムのテスト実施 

¥300,000 

49 NPO法人さんかくナビ 何らかの困難を抱える若年女性を支援をするための 

調査とネットワークづくり 

¥290,000 

50 井原にほんご教室 井原市在住の外国人を対象に、岡山の歴史文化体験ツアー ¥257,910 

51 岡山県難病団体連絡協議会 難病患者とその家族に向けてヘルスリテラシー講座 ¥240,000 
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52 おかやまSWISH 精神疾患がある方も活躍できる 

ソーシャルバスケットボールを通じた社会参加活動 

¥205,250 

53 たまりばタマ 知的障がい児が支援学校卒業しても繋がれる 

余暇活動と居場所づくり 

¥200,000 

 

 

2）　2026年度 福祉助成金（活動・研究）の募集、選考 

2026年度の福祉助成事業について、以下の通り募集・選考を行った。 

（1）　募集概要 

 活動助成 研究助成 

募集期間 2025年9月1日（月）9時～10月31日（金）17時 

助成額 1件あたり20万円から300万円まで 

助成対象期間 2026年4月1日（水）～2027年3月31日（水） 

（研究助成は、長期の場合3年程度を目途に複数年助成あり） 

募集対象等 ※参照　財団WEBサイト「2026福祉助成募集要項」 

 

（2）　応募状況 

 活動助成 研究助成 

応募数 97件 

特別枠　岡山に住む外国人への支援活動（15） 

一般枠（公的支援の枠外での）社会福祉活動（82） 

27件 

移民に関する調査研究（5） 

他社会課題についての調査研究（22）　 

 

（3）　選考結果　採択団体は以下一覧の通り 

 活動助成 研究助成 

採択数（採択率） 58 件（60％） 10件（37 ％） 

助成額 50,044,922円 10,000,000円 

 

 

（4）　2026 年度 福祉助成金の選考について 

 

活動助成の部 

　①　選考委員会について 

・開催日： 2026年2月10日（火） 

・場　所：橋本財団 事務所 会議室（岡山市北区幸町8－20） 

・司会進行：事務局 

・選考委員：3名（敬称略・50音順） 

岩淵 泰／岡山大学 学術研究院教育研究マネジメント領域 准教授　 
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小幡 篤志／社会福祉法人旭川荘 理事・広報室長　橋本財団理事 

藤井 裕也／一般社団法人岡山県地域おこし協力隊ネットワーク 代表理事 

　 ②　選考方法について 

　　　　以下の方法で選考を行った。 

1．各委員による事前評価 

①　採点（基本評価＋プラス評価＋マイナス評価） 

②　助成額 

2．選考委員会での審査 

①　事務局の事前採点・順位をもとに不採択団体リストについて個別に協議 

②　採択団体のうち、助成金額の高い団体から、助成金額を含む内容の再確認 

③　最終全体確認 

 

※​ 評価点については以下を基準に採点を行い、委員の合計点を得点とした。 

　　　　　1． 基本評価 （5点満点） 

・対象者が明確等、募集の趣旨に合っている​  

・対象とする社会課題の困窮度・緊急度が高い​ 

・しっかり計画が立てられており、実現可能性が高い​  

　　　　　　　　2． プラス評価（プラス1点orプラス2点）​ ​ ​  

・ある分野の支援において、希少性が高い​  

・積極的に寄付を集める等、自立に向けた努力がみられる​  

・今までにない新しい取り組みを行っている​  

　　　　　　　　3． マイナス評価（マイナス1点orマイナス2点） 

・団体や事業の継続性に不安がある​  

・申請書類の精度が低い等、団体への信頼度が低い 

　　　　　　　　※採点に関する補足事項 

　　　　　　　　　　〇特別枠（岡山に住む外国人への支援活動） 

・新たな活動への期待値を少し含める 

・特別枠の申請と一般枠の申請の評価が同点の場合は特別枠を優先採択する 

・特別枠としての予算・採択数は設けていない 

・日本語の学習は重要な課題。かつ日本語学習のモチベーション維持・向上　のた

めには、日本人との交流機会も必要 

〇一般枠・居場所について 

　都市部以外で地域拠点としてふさわしい団体があれば対象とする（総合的　な窓

口の役割ができる。常設又は開催頻度高い、利用者・支援者が多い、　他の団体

や公との連携ができている等。）　※岡山市等には、課題ごとに　支援団体が存在

するが、郊外ではアクセスが難しい。様々な課題に対応で　きる地域の総合的な

窓口の役目は大きい。 
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③　選考の結果について 

　　　　　上記の通りの選考にて、58団体へ50,044,922円の助成案が決定した。　 

　　　　　 

＊​ 各選考委員の総評 

　　　　　　（岩淵委員） 

　　　　　　2026年度の審査会は、過去最大の申請数となり、審査委員と財団職員は多くの時間を費やし

た。助成金の目的は、継続申請の団体に対して自立を促し、新規団体には伴走支援を行

うことで、地域福祉の充実や文化共生社会の実現を後押しすることである。今回の審査会

で強く感じられたのは、地域団体や社会福祉団体が抱える財政難である。事業活動費より

も、団体運営費に関する申請が多く見られた。地域課題は複雑化の一途をたどり、それに

対応する公的な支援は十分ではない。また、補助金に頼らざるを得ない状況に置かれて

いる申請団体も少なくない。このような状況は、今後どのように改善されていくのか、今後

の課題と言えるだろう。審査会では、事務局から申請内容について丁寧な説明があった。

対面、電話、オンライン会議を通じて事業費を詳細にチェックし、団体の方向性や熱意を確

認した。この作業は負担が大きいものの、審査会で最も重要な部分である。緊急度を確認

するだけでなく、団体で働く人々の想いや活動の背景を読み取ることができるからだ。審査

会では、申請書に加え、これまでの活動履歴も重要な審査基準となる。活発な議論を通じ

て、総合的な判断が行われた。希望ある社会の形成に向けて、橋本財団の存在意義はま

すます高まっている。 

 

　　　　　　（小幡委員） 

　　　　　　今回は引きこもりや不登校への支援に関する申請が多く、この分野の政策がまだまだ不十分で

あると感じられました。今後、助成先の団体をはじめとする民間主導の取り組みが呼び水

となって行政の対応が進むことを期待したいと思います。また、外国人の支援に関する申

請も複数あり、外国人労働者が増加している中で、一部の活動団体だけではなく、社会全

体で受け入れ態勢を整えていく必要があると感じました。社会福祉法人や医療機関が関

わる申請も複数ありました。公的な給付や報酬で運営される団体であるため採択の優先

度は低くはなりますが、中には地域全体の課題への対応を目指すものなど採択に値する

申請もあり、今後も申請内容に応じて十分に審議すべきであろうと思います。今回の申請

件数は96件と過去最多で、橋本財団の福祉活動助成が社会に浸透していることが感じら

れました。同時に、助成を複数回受けている団体が、自主財源を確保し自立的に活動でき

るよう応援していくことも重要になってくると考えます。最後に、今回は多数の申請がありま

したが、事務局が事前審査によって評価するポイントを明確にしてくださったおかげで、審

査がスムーズに進行しました。心から感謝いたします。 

 

　　　　　　(藤井委員） 
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　　　　　　本年度の審査でも、緊急性が高く制度の狭間にある課題に向き合い、橋本財団の助成趣旨に

沿った意欲的な提案が見られました。特に良かった点は、行政との事前協議を経て継続性

を見据えた上での申請や、助成を契機に組織基盤を強化しようとする応募案件は高く評価

できると思いました。一方で、助成によって何がどのように変化するのかが十分に示されて

いない案件や、行政事業の減額補填にとどまる印象のものもありました。助成金を「補助」

ではなく「投資」と捉え、具体的な成果と将来的な戦略をより明確に描くことができればより

よい活動になっていくと思いました。 

　　　 

　　　研究助成の部 

①　選考委員会について 

・開催日：2026年2月10日（火）　13:00-17:00 

・場　所：オンライン開催/橋本財団 事務所 会議室（岡山市北区幸町8－20） 

・司会進行：事務局 

・選考委員：3名　（敬称略・50音順） 

折野 千恵／SOMPOケア株式会社アドバイザー 

後藤 祐之／川崎医療福祉大学　医療福祉学部医療福祉学科 教授 

田中 共子／岡山大学大学院社会文化科学研究科 教授 

②　選考方法について 

　　　　以下の3段階で選考を行った。 

1．各委員による事前評価：審査基準を参考に、優秀研究3件を選出。 

2．各研究計画内容について評価の高いものを中心に研究計画について検討 

3．事務局の予算をベースに全体を見直し、助成相当研究を再選考 

  

③　選考結果について 

　　　　　上記の通りの選考にて、10団体へ10,000,000円の助成案が決定した。 

＊​ 採択の傾向等について 

今回の助成では、「共生社会の実現」というテーマに沿い、研究者と実践家が協働する「実

践的課題研究」であることを最重要基準とした。審査は、研究テーマの適合性、計画の妥

当性・実行性、社会的インパクト、研究体制、予算の妥当性、倫理性の6分野で評価し、「学

問や社会をどう変えるか」「公的資金を託すに値する誠実な計画か」の2点が最重視され

た。採択の主なポイントは、①光が当たりにくいが重要なテーマへの着眼点のよさ、②

フィールドが確保され計画期間内に結論が出せる具体的な実行可能性、③多少の荒削り

さがあっても将来的な発展性が感じられる若手研究者への期待、の3点である。一方、不

採択の主な理由は、①リサーチクエスチョンが曖昧で何を明らかにしたいかが見えない、

②海外調査の必然性の説明不足、③理論が抽象的すぎて実社会への応用が想起できな

い、の3点であった。前年度に引き続き、不採択申請者にも審査会コメントを通知している。 
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3）　福祉機器等開発助成の募集、選考、交付　 

2025年度の福祉機器等開発助成事業について、下記の通り募集・選考を実施した。 

（1）　募集概要 

 第1期 第2期 
募集期間 2025年5月1日（木）9時～ 

2025年6月15日（日）17時 

2025年11月1日（土）9時～ 

2025年12月15日（月）17時 

助成額 1件あたり200万円まで 

助成対象期間 

（長期の場合2

年の複数年助

成あり） 

2025年9月1日（月）～ 

2026年8月31日（月） 

2026年3月1日（日）～ 

2027年2月28日（日） 

募集対象等 ※参照　財団WEBサイト「福祉機器等開発助成」 

 

（2）　応募状況 

 第1期 第2期 

応募数 7件 9件 

 

（3）　選考結果　採択団体は以下一覧の通り 

 第1期 第2期 

採択数（採択率） 2 件（28％） 3件（33％） 

助成額 3,000,000円 3,000,000円 

 

（4）　2025年度 福祉機器等開発助成の選考について 

①　選考委員会について 

・第1期 

・開催日：2025年7月22日（火）　13:00-15:00 

・場　所：オンライン開催/橋本財団 事務所 会議室（岡山市北区幸町8－20） 

・司会進行：事務局 

・選考委員：3名　（敬称略・50音順） 

青木 清／旭川荘療育・医療センター　副院長  

五福 明夫／公立大学法人岡山県立大学　学長 

則次 俊郎／公益財団法人岡山工学振興会　代表理事 

 

・第2期 

・開催日：2026年2月3日（火）　14:00-16:00 

・場　所：オンライン開催/橋本財団 事務所 会議室（岡山市北区幸町8－20） 

・司会進行：事務局 
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・選考委員：3名　（敬称略・50音順） 

青木 清／旭川荘療育・医療センター　副院長  

五福 明夫／公立大学法人岡山県立大学　学長 

則次 俊郎／公益財団法人岡山工学振興会　代表理事 

 

②　選考方法について 

　　　　以下のとおり選考を行った。 

1．各委員による事前評価：審査基準を参考に、優秀研究1件を選出 

2．各研究計画内容について評価の高いものを中心に研究計画について検討 

3．事務局の予算をベースに全体を見直し、助成相当研究を再選考 

＊審査の視点として、利用者ニーズへの適合性と社会的意義、実用性と導入のしやすさ、

技術的実現可能性、研究方法の適切性と効果の実証可能性、ユーザー参加とフィードバッ

ク機構、独創性と革新性、安全性と倫理的配慮、多職種連携と研究体制を考慮した。  

③　選考結果について 

　　　　　上記の通りの選考にて、5団体へ6,000,000円の助成が決定した。 

 研究機関 研究題目（研究年数） 決定額 

1期_1 岡山大学学術研究院 

環境生命自然科学学域応用化学講座 

抗菌・抗ウィルス性が持続するセラミックス点字の 

実用的作製法（1年） 

¥1,600,000 

1期_2 岡山県立大学保健福祉学部 

栄養学科臨床栄養医学 

腕時計型センサーを用いた 

「急変」予測システムの開発（1年） 

¥1,400,000 

2期_1 大分県産業科学技術センター 

機械・デザイン担当 

障がい者の労働環境を改善する吸音技術の 

開発研究（2年） 

¥1,200,000 

2期_2 岡山大学学術研究院保健学域 作業療法士の手技を取り入れた前腕リハビリテーション 

デバイスの安全性を考慮した開発と評価（2年） 

¥1,000,000 

2期_3 神戸大学医学部附属病院 

医療技術部臨床工学部門 

AIによる画像認識を用いた「現場完結型」在宅補助 

人工心臓アラーム自動判別支援システムの開発（2年） 

¥800,000 

  

 

＊​ 採択の傾向について 

(1期） 

本助成の審査においては、既存研究との差別化の明確化が最重要な採択基準となった。審査委

員会では、「既存手法との違いが不明瞭」「差別化要素の説明不足」が指摘された。併せて、研究

計画の具体性と技術的実現可能性も重視され、抽象的な提案は低評価となった。高評価を得た研

究は、独創的な視点と実用性を兼ね備えたものが評価された。予算査定では適正化を図り、一部

研究で減額採択を実施した。学会発表関連費用は削減対象として扱った。なお、審査員五福明夫

先生は、申請者下岡綜先生が過去自身の指導学生であったことを申告した。利益相反の懸念か
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ら、五福審査員は該当申請に関する審査を行わないこととし、他の審査員がその部分を補完した。 

 

(2期） 

本助成の審査においては、①福祉・医療現場のニーズに応える実用性、②技術的実現可能性の明

確さ、③既存技術との差別化、④研究予算の妥当性の4点が主な審査基準となった。全体的に研

究の質は高かったものの、1件あたりの予算を150万円程度に調整する方向性のもと、研究費をす

でに有する研究者であることも考慮し、最低限の助成として3件の採択とした。なお、審査員五福明

夫先生は、申請者下岡綜先生が過去自身の指導学生であったことを申告した。利益相反の懸念か

ら、五福審査員は該当申請に関する審査を行わないこととし、他の審査員がその部分を補完した。 

 
 

4）　福祉助成金周知のための活動　 

行政主催や他助成団体との合同説明等へ参加した。当助成金の周知だけでなく、助成事業に関

する様々な情報共有など、他助成団体とのより一層の連携にも繋がった。 

 

5）　助成団体の交流会や団体訪問などのフォローアップ活動と助成金周知活動　 

2025年度は10月に助成団体間の連携強化と組織運営の向上を目的とした「活動助成団体交流

会」を開催した。当日は、岡山県内の多様なNPO法人や市民活動団体が45団体80名が参加し

た。第1部では、岡山NPOセンター代表理事の高平亮氏を講師に招き、「資金調達」をテーマに講

演を実施した。NPOにおける資源の「最適化」や持続可能な組織運営に向けた具体的な戦略につ

いて、深い知見が共有された。また、財団からは次年度の助成金募集案内や情報発信ツールの

紹介を行った。第2部のグループ交流では、参加団体がそれぞれの活動課題や工夫について自

由に意見を交わした。本会は、地域福祉を支えるネットワークを深める有意義な場となった。 

 

　6）　特別助成 ミャンマーからの来日者支援事業　対象者の募集、選考　 

本事業は、2023年9月から2025年8月まで実施された助成額300万円の支援事業である。ミャン

マーのクーデター後の混乱を背景に、日本での就労を希望するミャンマー人に対し、安心して渡航・

就労できるよう経済的支援を行うことを目的としている。事業では、日本語学習や就労に必要な技

能習得にかかる費用を融資し、来日後に岡山県内で就労を開始した時点で、その半額を奨学金と

して給付している。運営は、ワラム株式会社が担い、現地では送り出し機関でもあるJapan Career 

Create Myanmar Co., Ltd（JCC）が募集、日本語教育、就職支援を実施している。これまでに約40

名が説明会や相談に参加し、7名を奨学生として選抜した。7名全員が岡山県内企業への就職を決

定し、2026年春より県内法人で就労を開始している。一方で、ミャンマー国内情勢の悪化により、

現在は新規募集を停止している。また、来日までの期間が当初想定より長期化したことで、現地で

の生活費や学習費用にかかる借入額も増加している。これに伴い、奨学金給付額は当初想定を上

回る総額約250万円となる見込みである。今後は、来日前支援のみならず、来日後の定住支援を
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重視した支援方法への転換を検討している。特に、日本語教育を中心とした継続的支援を通じて、

職場定着や地域社会への参加を促進する仕組みづくりを進める予定である。 

 

2．​ 公益目的事業 　公2「情報発信事業」活動報告及び経過報告　（約910万円）　 

1）　webマガジン Opinionsの運営 

「書きたい人のためのwebマガジン」は週2回のペースで掲載を継続した。寄稿者も継続的に増

え、個人の体験を基にした内容でより一層厚みを増した。当財団ソシエタス総合研究所研究員の

記事も定期的に掲載し、研究員にとっての発表の場のひとつとなっている。 

 

　2）　エッセイコンテストの実施　 

　　幅広い意見を収集する事を目的に、編集部指定のテーマによるエッセイコンテストを計3回 

　　開催した。 

 

【第1回エッセイコンテスト募集概要】 

　  ・テーマ　「子どもとSNS」 

・募集期間　2025年1月6日（月）～3月20日（木） 

・表彰　4月のOpinionsにて発表・掲載　※掲載された方には5万円分のデジタルギフト 

 

　　　【募集結果】160本の応募があった。 

　【選考】 編集会議にて、掲載作品を決定 

　　　【選考結果】4本を決定した。　※webマガジン Opinionsへ掲載 

 

【第2回エッセイコンテスト募集概要】 

　  ・テーマ　「台湾有事で日本はどう動く？～あなたの考えは～」 

・募集期間　2025年5月1日（木）～7月20日（日） 

・表彰　8月のOpinionsにて発表・掲載　※掲載された方には5万円分のデジタルギフト 

 

　　　【募集結果】46本の応募があった。 

　【選考】 編集会議にて、掲載作品を決定 

　　　【選考結果】4本を決定した。　※webマガジン Opinionsへ掲載 

 

【第3回エッセイコンテスト募集概要】 

　  ・テーマ　「日本における外国人犯罪について～あなたの考えは～」 

・募集期間　2025年9月1日（月）～11月20日（木） 

・表彰　12月のOpinionsにて発表・掲載　※掲載された方には5万円分のデジタルギフト 
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　　　【募集結果】148本の応募があった。 

　【選考】 編集会議にて、掲載作品を決定 

　　　【選考結果】4本を決定した。　※webマガジン Opinionsへ掲載 

 

3）　多文化（外国人）共生イベントの開催 

（1）外国人交流イベントの開催 

外国人と日本人の相互理解・交流のきっかけづくりとして、昨年度に引き続き『おかやま WORLD 

FESTA』を開催した。春のイベントでは昨年に引き続き岡山ドームで外国人・日本人の混合チーム

でのフットサル大会を開催し、広場では多国籍料理の出店を行った。また、秋には奉還町商店街

で、『おかやまWORLD FESTA~奉還町万博~』と称し、一般社団法人SGSGと共同で開催した。これ

まではスポーツ・食での交流を行ってきたが、多国籍料理の出店はそのままに、ステージでのパ

フォーマンスをメインイベントとし、主に外国人の方が自国の伝統的踊りや衣装を披露する場とし

た。また、「のど自慢大会」では外国人・日本人の混合チームでの出場を条件とし、音楽を通した交

流の機会となった。次年度も引き続き年2回の開催を目指して取り組んでいく。 

 

第5回外国人共生イベント『おかやま WORLDFESTA』 

開催日時　    2025年4月13日（日）　​

　　　　　　　  広場イベント（飲食・物販）　10:30-16:00​

　　　　　　　  ウォーキングサッカー　11:00-12:00　 

                        フットサル大会　 13:00-17:00 

会　　場　　岡山ドーム （岡山市北区北長瀬表町1丁目1-1） 

来場者数　　約1000 名（うちフットサル参加 20チーム200人） 

参加費　　　1チーム1000円（スポーツ保険代） 

出店料　　　1店舗 1000円 

 

第6回外国人共生イベント　『おかやま WORLDFESTA～奉還町万博～』 

開催日時　    2025年11月1日（土）、2日（日）　 

　　　　　　ステージイベント​

　　　　　　　（パフォーマンス、のど自慢大会）　10:00ｰ17:00 

　　　　　　飲食出店　　11:00-17:00 

会　　場　　奉還町商店街  

参加者数　　約500名（うちステージイベント参加者100人） 

出店料　　　1店舗 1,000円 

 

4）​ インクルーシブ教育に関するワークショップの開催 

2025年度は、インクルーシブ教育ワークショップを1回開催した。第6回目となる今回は、前回参加
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者からの「より具体的な支援方法を学びたい」という要望に応え、株式会社Kaienの赤岡広章氏を

講師に招聘。「一人ひとりの特性に合う就労支援や家族のかかわり方」をテーマとした講演会を実

施した。当日は支援者のみならず、当事者やその保護者など多くの方々にご参加いただいた。参

加者からは「今後のステップを考える参考になった」「周囲の関わり方が本人の行動や思考に変化

をもたらすことを学んだ」といった前向きな反響が多く寄せられ、実効性の高い講演会となった。 

 

第6回目　2025年8月9日（土）開催 

講演会「発達障害を強みに変える就労支援の実例を学ぶ」 

講師　赤岡 広章さん（就労事業部・ブリッジコンサルタント） 

（広告会社および医療系人材サービスの会社での勤務を経て、2020年に株式会社　　Kaien

に入職。現在は関西エリアのマネージャーとして、障害福祉サービスにおける就労支援に従

事。特性を強みに変える就職活動の支援に伴走するとともに、大学、企業での啓発講演や、

伝統工芸を活用したプログラム開発など、多方面での支援と発信に取り組んでいる。） 

開催方法：岡山コンベンションセンター　レセプションホール＆YouTubeライブ配信 

参加費：無料 

 

　　5）　高校授業料無償化制度『広域通信制高校対象外』について考える座談会の開催 

　　　　2025年9月、翌年度より開始予定の「高校授業料完全無償化」制度において、広域通信制　　　　高

校が対象外とされる方向で検討されている旨の報道がなされた。通信制高校を選択する　　　　生徒の多く

は、不登校や発達障害など多様な背景を抱えている。こうした家庭にとって、　　　　本制度から除外される

ことは経済的・精神的に大きな不安要素となりかねない。 

このような状況を重く受け止めたことから、本問題を真摯にとらえ、制度設計のあるべき姿や今後

必要とされる支援策を多角的に検討する場として、本座談会を緊急開催した。 

 

2025年10月2日（木）開催 

高校授業料無償化制度『広域通信制高校対象外』について考える座談会 

出演者：子どもが以前通信制高校に通っていた保護者 

　　　 現在通信制高校に通う生徒 

     　　（パネルディスカッション） 

　　　　ファシリテーター：NPO法人ステップ　原 昌広 氏  

　　　　パネリスト：一般社団法人SGSG　野村 泰介 氏 

　　　　　　　　　　NPO法人岡山高等学院　水野 文一郎 氏 

　　　　　　　　　　真庭市議会議員（元高校教諭） 奥 侑樹 氏 

開催方法：YouTubeライブ配信 

参加費：無料 
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3．​ 公益目的事業 　公3「調査研究事業」の活動報告及び経過報告（約9,860万円） 

1）　ソシエタス総合研究所 研究活動について 

2025年度も引き続き、共生社会をテーマとし、移民の社会的統合、貧困に関する以下の調査研究を

実施した。 

 

移民の社会的統合について 

ソシエタス総合研究所は、合計8名で活動を行った。2025年度は、移民研究を中心として、来日者の

生活・就労環境の調査分析を主調査とした。また、岡山県内に居住する外国籍の方を対象としたモニ

ター事業を実施し、定住意向や生活満足度等、現状把握のための調査研究を実施した。その他、外

国ルーツの子どもの学習支援に関する実証事業は、実証調査の最終年度として実施した。今後の研

究は、労働者の労働環境の実態把握、日本語教育に関する調査・実証事業を行う予定である。 

調査研究結果の公開について 

実施・終了した調査研究について関連学会での発表、論文投稿を行い、その結果を順次公表してい

る。また、2025年度中に実施したすべての調査研究の概要について、「2025年度ソシエタス総合研

究所年次報告書」としてホームページ上に公開している。 

●​ 2025年度学会誌掲載論文一覧 

○​ Karki, S. K., Moe Thuzar, M., & Inoue, T. (2025). 「Determinants of migrant inflows to 

Japan: a time-series analysis of pull factors（日本への移住者流入の決定要因：プル要

因の時系列分析）」『Discover Global Society』3, 177. 

https://doi.org/10.1007/s44282-025-00327-w 

○​ Thuzar, M. M., & Karki, S. K. (2025). 「Settlement Intention of Foreign Workers in 

Japan: Bayesian Multinomial Logistic Regression Analysis（日本における外国人労働

者の定住意向：ベイズ多項ロジスティック回帰分析）」『Economies』13(4), 112. 

https://doi.org/10.3390/economies13040112 

○​ Karki, S. K., Ghimire, D., & Takagi, I. (2025). Impact of remittances on financial asset 

accumulation and business investment in Nepal. Discover Sustainability, 6(1). 

https://doi.org/10.1007/s43621-025-01851-0 

○​ Karki, S. K. (2025). 「Assessing the Benefits and Barriers of Community Engagement 

Programs in Nepal」『Journal of Community Practice』31(3-4), pp. 314–332. 

https://doi.org/10.1080/10705422.2025.2546302 

○​ Waode Hanifah Istiqomah（2025）「リプロダクティブ・ジャスティスのトランスナショナルな

不安定ー在日インドネシア人移住女性の妊娠・出産・子育てをめぐって（Reproductive 

Justice and Transnational Precarity; Experience on Pregnancy and Childbirth among 

Indonesian Migrant Women in Japan）」『立教大学ジェンダーフォーラム年報』第27号。 

○​ Waode Hanifah Istiqomah（2026予定）「The Making of "Ideal Trainee": A Case Study 

on Technical Intern Training Program (TITP) Indonesia - Japan」『Social Theory and 

Dynamics (STAD)』移民政策学会。 
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○​ Estuko Sakairi（2025）「外国人介護士受け入れ担当者の声：岡山県における介護現場と

地域社会での経験（Migrant caregivers and the experiences of people around them in 

nursing care workplaces and local community in Okayama, Japan）」『日本情報ディレ

クトリ学会誌』23(1), pp. 84  https://doi.org/10.50987/jsod.23.1_84 

○​ Karki, S. K. (2025). 「Beyond Economics: The Role of Cultural Capital in Enhancing 

Poverty Reduction Strategies Among Indigenous Communities in Nepal」 In S. K. 

Karki, & J. R. Bhatta (Eds.), Sustainable Business Strategies for Startups and SMEs. 

Nova Science Publishers. 

 

貧困について 

2025年度も「生活困窮者への携帯電話提供」事業を継続して実施した。本事業は生活困窮者支援団体を

通じて携帯電話を貸与するものであり、2025年度は新たに3団体が加わって、利用団体は計18団体、携帯

電話利用者は47名であった。利用者の多くは、失職・疾病・DV・司法処遇といった生活基盤の崩壊を契機に

携帯を失っており、共通して携帯を失った後に就職・通院・行政手続きが連鎖的に困難になるという「手段の

喪失が困窮を深める」構造であった。持病や障害を抱えるケースも多く、通信手段の確保が社会復帰の起

点となっている。レンタル理由の最多は「住居確保（入居手続きに電話番号が必要）」、次いで「就職活動」が

続き、その大半は住居確保とセットで、生活基盤と自立を同時に目指す状況がある。「支援者・ケースワー

カーとの連絡」として使用する者の理由は、医療・司法・DV関係であり、手続き調整が先決となる。公的支援

が十分でない現状を踏まえ、2026年度も事業を継続し、実態把握と支援モデルの共有を進める予定であ

る。 

 

2）　ソシエタス総合研究所　関連事業について 

岡山県の在留外国人対象の相談先紹介サイト「Links」を開設し、多言語で岡山県内の相談機関を

検索できるようにしている。2024年度は、労働場面において在留者にとってトラブルになりやすいト

ピックについて、知っておくべき日本の制度等を解説した多言語の簡易な説明資料を作成・公開し、

2025年度は妊娠・出産に関する説明資料を作成・公開している。 

また、2023年度から実施している国際交流事業は、岡山県内全域を対象に実施してきたが、2026

年度からは、より密着した地域での交流促進を目的として、「地域国際交流応援助成」プログラムへ

と変更し実施する。地域住民と在留者との顔の見える関係づくりを目指し、小規模かつ継続的な交

流機会の形成を図る。 

 

　3）　日本語指導が必要な児童・生徒に対する事業について 

外国ルーツ児童生徒学習支援事業は、2023年度に小学生を対象とした「調査研究事業」として試行

を開始した。2024年度には「おかやまグローバルこどもサポートセンター」を設立し、支援対象の拡大

と効果検証を行う検証フェーズへと移行している。2025年度は、在留資格の更新において高校進学

および卒業が極めて重要であるとの認識のもと、年度途中に支援対象を高校卒業までに拡大した。

学習支援に加え、学校面談への通訳手配や情報共有など多角的なサポート体制を構築し、年度内
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にある程度の検証が進められた。2026年度は、支援対象者が大幅に増加する見込みである。この

需要増に対応し、事業をより強固なものとするため、これまでの「調査研究事業」による検証期間を経

て、新たに「公益事業5」として独立させるべく、認可申請を予定している。 

 

4）　研究所メンバーについて 

2025年度は合計8名で調査研究活動を行った。 

・主任研究員　井上 登紀子　（専門・keyword／高齢者福祉、居住福祉、ソーシャルワーク） 

・研究員　坂入 悦子（専門・keyword／障害者、多様性、セクシュアリティ、高齢者） 

・研究員　Andi Holik Ramdani（専門・keyword／移民、宗教、マイノリティ社会、多文化共生、異文化

理解） 

・研究員　Waode Hanifah Istiqomah（専門・keyword／移民、移住労働者、国際社会学） 

・研究員　Mi Moe Thuzar（専門・keyword／経済政策、国際経済、ミャンマー経済、労働移動） 

・研究員　Karki Shyam Kumar（専門・keyword／開発経済学・労働移住） 

・研究員　岩間 春芽（専門・keyword／南アジア地域研究、移民の生計活動と生存戦略、移民の子ど

もの教育） 

・研究員　Anastasya Wulandari Hasyim（専門・keyword／移民政策、移住労働、国際労働法、多文

化共生） 

2025年度にて坂入悦子、岩間 春芽の契約終了、2026年度は新たに3名 の研究員の採用を予定して

いる。 

 

 

 

4.　公益目的事業　公4「 奨学金給付事業」活動報告及び経過報告（約2,420万円） 

　1）奨学金「ユースサポート」 

事業3年目となる今年度は、募集機会の拡大を図るため選考時期を前期・後期の2期に分けて実施

した。 

・3期生の選考と決定（2026年4月支給分） 

定員計60名に対し、延べ127名（前期86名、後期41名）の応募があった。書類及び面接による選考

の結果、60名を内定者として決定。現在は各校と連携し、進路確定に伴う給付手続きを進めている。 

 

・既存奨学生への支援と給付 

1期生及び2期生（計71名）に対し、合計約1900万円を支給した。年2回の学校報告書の受領に加

え、本人や保護者との面談を定期的に実施し、学校生活や生活課題の把握を通じた伴走支援を行っ

た。 

 

・卒業生の状況 

2025年3月には、初めての卒業生12名が、それぞれの進路へと歩みを進めた。 
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　（1）奨学生募集　前期：2025年9月1日（月）～10月20日（月） 

　　　　　　　　　　　　後期：2026年1月6日（火）～1月16日（金） 

　（2）対象　岡山県在住の15歳～19歳で、世帯年収350万円以下の困窮世帯にあり、対象の　　　　

　　　　　通信制高校へ週1回以上の通学を希望する生徒。 

　（3）選考 

1次選考（書類選考）／選考委員（50音順） 

　石田 篤史／公益財団法人みんなでつくる財団おかやま 理事 

　井上 正貴／ 一般社団法人みんなのお家ハルハウス 代表 

※アドバイザー  

　森川 かおる／岡山市こども福祉課 係長 　 

　武  裕子／岡山市こども福祉課 主査 　　　　　 

2次選考（面接）／選考委員（50音順） 

　石田 篤史／公益財団法人みんなでつくる財団おかやま 理事 

　井上 正貴／ 一般社団法人みんなのお家ハルハウス 代表 

　橋本 敬江／合同会社HSコーポレーション 代表社員 

　橋本 夕紀子／公益財団法人橋本財団 常務理事 

 

　2）はじめてのアルバイト体験説明会 

奨学金「ユースサポート」の面談を通じて、通信制高校に通う生徒から「アルバイトをしてみたいが、

接客に自信がない」「まず体験してから挑戦したい」という声が寄せられたことを受け、本イベントを企

画。社会経験が少ない生徒に対し、実際の仕事を通じた自己肯定感や社会性の育成を支援するとと

もに、企業側には人材確保および社会貢献の機会を提供した。参加した生徒からは「知らない仕事

に出会う事が出来た」「企業の人から直接仕事内容を聞く事が出来てよかった」との声をいただいた。 

 

2025年11月20日（木）開催 

はじめてのアルバイト体験説明会 

   対象：通信制高校・サポート校に在籍する生徒 

   内容：企業説明 

   開催方法：岡山コンベンションセンター　コンベンションホール 

   出展企業：17社 

   参加者：約80名（生徒・保護者・引率教員　等） 

 

 

1．​ 収益事業 　「調査・研究に関する受託事業」の活動報告及び経過報告　　 

受託調査事業の当年度の受託実績はなかった。外部機関（行政・民間）への周知活動を継続したもの

の、採択に至る案件はなかった。2026年度は、ソシエタス総合研究所の専門性を活かし、移民政策や多
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文化共生に関する外部委託調査の獲得に向け、より積極的な営業・広報活動を展開する。 

登録支援機関事業については、当年度の実績はなかった。当初、ミャンマーからの奨学生労働者の来日

に伴う支援業務を想定していたが、現地情勢の悪化により対象者の来日が叶わなかったためである。し

かし、2026年4月には対象者の来日が実現しており、次年度より本格的に事業が発生する見込みであ

る。今後は岡山県内の受入れ企業や経済団体等との連携を深め、特定技能外国人の定着支援を通じた

調査研究へのフィードバック体制を確立していく。 

 

 

（1）　管理事項の概要　 

 

 「法人の運営体制の充実を図るための取組」 

　　2025年4月の改正認定法施行に伴い、当財団では自律的なガバナンスの強化と透明性の向上を目指し、以

下の取組を実施した。 

 

 1.  外部役員による監督体制の確認 

     新制度における外部理事・監事の要件を精査し、現在の役員体制において、代表理事および常務理事を

除く理事4名、および監事2名全員が、法人と利害関係のない「外部性」の要件を満たしていることを再確

認した。これにより、理事会における客観的な監督・監査機能が維持されていることを担保した。 

 

 2.  組織拡大に伴う内部規程の抜本的見直し 

事業規模の拡大および職員数の増加に適切対応するため、就業規則をはじめとする内部規程の総点検

に着手した。2025年度より稟議規程や経理規程の整備を進めており、2026年度中の理事会承認および

施行に向けたロードマップを策定した。 

 

 3.  理事会運営の活性化と情報共有の徹底 

     定例理事会に加え、臨時理事会を含め計10回開催した。四半期ごとの決算報告および財務遂行状況の

共有に加え、各事業の進捗や課題について理事間で活発な協議を行い、理事会による業務執行の監督

機能を強化した。 

 

 4.  理事の専門知見を活かす参画機能の検討 

     2026年度より、理事がそれぞれの専門分野（福祉、教育、医療、経営等）に基づき、各事業の企画や評価

により深く関与できる仕組みの構築に向けた検討を開始した。 

 

 5.  評議員選定プロセスの透明化に向けた検討 

     評議員の選任における独立性をより高めるため、理事会からの影響力を排除した「評議員選定委員会」の

設置、および外部理事に準じた独自の選任準則の策定について、2026年度中の制度化を目指し、定款

変更を含めた検討を進めることとした。 
22 

 



 

 

 

　（1）　役員等に関する事項 

2026年3月31日現在 

役　職 氏 　名 　職  業 

理事長 橋本　俊明 (特医)自由会 理事長、(社福)敬友会 理事長、合同会社HSコーポレー
ション 会長、 (公財)橋本財団 理事長 

理事 小幡　篤志 (社福)旭川荘 理事・広報室長 

理事 折野　千恵 SOMPOケア株式会社　アドバイザー 

理事 田中　共子 岡山大学文学部長、岡山大学学術研究院　社会文化科学学域 教授 

理事 橋本　夕紀子 (公財)橋本財団 常務理事 、合同会社HSコーポレーション 執行役員 

理事 松岡　順治 岡山大学学術研究院ヘルスシステム統合科学学域　元　特任教授、岡
山大学病院　緩和支持医療科　医師 

監事 西山　明幸 辻・本郷 税理士法人　税理士 

監事 馬場　幸三 弁護士法人太陽綜合法律事務所　弁護士　 

評議員 北川　真也 株式会社ファジアーノ岡山スポーツクラブ代表取締役会長 

評議員 齋藤　信也 岡山大学大学院保健学研究科　特命教授　医師 

評議員 田中　紀章 岡山大学医学部 名誉教授　医師 

評議員 橋本　健二 (特医)自由会 副理事長、(社福)敬友会 副理事長　医師 

評議員 東　俊宏 特定財団(医)協愛会 倉敷シティ病院　院長　　医師 

評議員 宮島　啓人 (医)洗心堂 宮島医院 院長　　医師 

評議員 宗友　良憲 (医)公仁会 姫路中央病院 名誉院長　　医師 

 

 

（2）　理事会及び評議員会開催に関する事項 

①　理事会 

本年度における理事会は、次のとおり10回開催した。 

 

1．開催日時：2025年4月17日（木）17時　 

開催場所：WEB（Zoom） 

決議事項： 

　①奨学金「ユースサポート」対象者追加（案） 

　②奨学金「ユースサポート」2026年度の募集要項（案） 
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2．理事会の決議があったとみなされた日：2025年5月9日（金）　 

開催方法：書面決議 

決議事項： 

　①奨学金「ユースサポート」2026年度の募集要項 

 

3．開催日時：2025年6月5日（木）17時　 

開催方法：橋本財団 事務所 会議室（岡山市北区幸町8－20） 

決議事項： 

　①2025年度予算の修正について 

　②2024年度決算・事業報告 

　③役員及び評議員の報酬等及び費用に関する規程の一部改訂 

　④選考委員会規程の一部改訂 

　⑤2025年度福祉機器等開発助成　選考委員について 

　⑥理事・監事・評議員改選について 

　⑦評議員会の開催について 

報告事項： 

　①理事長 職務報告 

　②常務理事 職務報告 

 

4．理事会の決議があったとみなされた日：2025年6月26 日（木）　 

開催方法：書面決議 

決議事項： 

　①代表理事（理事長）選任 

　②常務理事 選任 

 

5．開催日時：2025年8月21日（木）17時　 

開催場所：橋本財団 事務所 会議室（岡山市北区幸町8－20） 

決議事項： 

　①2025年度第1期福祉機器等開発助成 選考結果の承認 

　②稟議規程の制定について 

　③おかやまインクルーシブフェスティバル 協賛金についての提案 

　④携帯電話無料貸与事業の委託について 

　⑤奨学金「ユースサポート」2026年度選考委員について 

　⑥外国ルーツの児童生徒学習支援 対象者の拡大について 

　⑦通信制高校生徒を対象としたアルバイト体験説明会の開催について 

報告事項： 
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　①第一四半期決算報告 

　②おかやまWORLD FESTAの開催について 

 

6．開催日時：2025年11月27日（木）16時30分　 

開催方法：citta（岡山市北区幸町8-20） 

決議事項： 

　①寄附受入 橋本俊明 

　②寄附受入 橋本敬江 

　③追加の資産運用について 

　④岡山市との連携協定 

　⑤奨学金「ユースサポート」選考結果（前期） 

　⑥2026年度福祉助成金（活動・研究）選考委員選任 

　⑦移民に関するWEBマガジン「brIDge」について 

　⑧科学研究費助成事業（科研費）機関申請について 

　⑨組織規程の制定 

　⑩業務分掌規程の制定 

　⑪経理規程の制定 

　⑫科研費実施規程の制定 

　⑬公的研究費管理統合規程の制定 

　⑭研究活動・倫理総合規程の制定 

報告事項： 

　①上半期決算報告 

　②第二四半期決算報告 

　③学術誌創刊について 

 

7．理事会の決議があったとみなされた日：2026年1月19 日（月）　 

開催方法：書面決議 

決議事項： 

　①橋本財団コーポレートサイトリニューアルについて 

 

8．開催日時：2026年2月5日（木）17時　 

開催方法：citta（岡山市北区幸町8-20） 

決議事項： 

　①2026年度予算・事業計画案について 

　②公益目的事業5「外国ルーツ児童生徒学習支援」の追加申請について 

　③顧問・アドバイザー規程の新設について 

　④公益充実資金等取扱規程の改訂 
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　⑤公益充実資金等の積立計画について 

　⑥資産管理運用規程の改訂について 

　⑦評議員会の開催について 

報告事項： 

　①第三四半期決算報告 

　②理事長職務報告 

　③常務理事職務報告 

 

9．開催日時：2026年2月26日（木）17時　 

開催場所：WEB（zoom） 

決議事項： 

　①2025年度第2期福祉機器等開発助成選考結果の承認 

　②2026年度福祉助成金（活動・研究）選考結果の承認 

　③2026年度奨学金「ユースサポート」後期選考結果の承認 

　④奨学金「ユースサポート」システム改修及び審査項目の追加について 

　⑤賃金規程の改訂について 

　⑥ソシエタス総合研究所旅費規程の制定について 

　⑦就業規則の改訂について 

 

10．理事会の決議があったとみなされた日：2026年3月11 日（水）　 

開催方法：書面決議 

決議事項： 

　①ソシエタス総合研究所の旅費規程改訂について 

 

②　評議員会 

　　本年度における評議員会は、次のとおり2回開催した。 

 

1．開催日時：2025年6月19 日（木）　 

開催場所：citta（岡山市北区幸町8-20） 

決議事項： 

　①2025年度予算の修正について 

　②2024年度決算及び事業報告の承認について 

　③役員及び評議員の報酬等及び費用に関する規程の一部改訂に関する承認について 

　④選考委員会規程の一部改訂に関する承認について 

　⑤理事・監事・評議員改選について 

報告事項： 

　①2025年度福祉機器等開発助成選考委員について 
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2．評議員会の決議があったとみなされた日：2026年2月13 日（金）　 

開催方法：書面決議 

決議事項： 

　①2026年度事業計画・収支予算の承認 

報告事項： 

　①公益目的事業5の追加申請 

　②顧問・アドバイザー規程の新設 

　③公益充実資金等取扱規程の改訂 

　④公益充実資金等の積立計画 

　⑤資産管理運用規程の改訂 

 

　　（3）　行政庁への申請・届出等に関する事項　 

申請・届出等 年月日 申請・届出等事項 備考 

2025年6月27日 2024年度事業報告書等の提出 岡山県知事 

2025年8月13日 理事、監事、評議員の変更に伴う変更の申請 岡山県知事 

2026年3月31日 2026年度事業計画書等の提出 岡山県知事 

 

 

 

 

（4）　寄附金に関する事項 

寄附日 寄附者 寄附の内容 寄附の目的 

2025年11月 橋本俊明 
外国債券​

約10億7999万円 
※2025年10月末日時点評価額 

基本財産として受け入れ、元本及び運用益

を公益目的事業の事業費及び法人運営に

必要な管理費に充てるため。 

2025年11月 橋本敬江 現金　2億円 

特定資産として受け入れ、公益目的事業の

事業費及び法人運営に必要な管理費に充

てるため。 

 

 

（5）行政庁指示に関する事項 

　　特になし 
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